[bookmark: _GoBack]令和７年度　自己点検評価総括
　参考資料として、保護者、生徒、教職員各位からそれぞれの見解をいただきました。しかし、それらは客観的な他人目線からの評価であります。他人からみて「どうなのか」ではなく、他人の評価を真摯に受け止めながらも、自分自身を見つめ振り返る。これまでの自らの行いを総点検し、適切に評価し、自己採点するものだと考えています。したがって、自己評価とこれらのアンケート結果とは乖離するところが多少あるかもしれません。しかし、他人評価は自己(本校)に対する激励であり鞭撻であると考えています。むしろ、そのことにあまり拘泥しないで自己の信念が確立していること、そして日々全身全霊で打ち込む姿がそこにあるならば、「問題なし」と見てよいと考えています。
調査項目は、第１から第２０項目までありますが、ＡとＢ評価で70％に達していれば、まず、合格と見なしてよいでしょう。

	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	68.8％
	31.3％
	0.0％
	0.0％

	生　徒
	52.4％
	47.6％
	0.0％
	0.0％

	教職員
	61.5％
	38.5％
	0.0％
	0.0％


１．教育方針や目標を示し教育活動に当たっている。

「職業及び実際生活に必要な能力を育成し又は教養の向上を図る」。これは国家が定めた
専修学校の教育目的です。私たちは、この教育目的を実現するために、その目的に即した目標を掲げ、方針を打ち立てています。職業につながる専門技能や知識を身につけることは容易なことではありません。本来、厳しく険しいものです。高等専修学校は学校教育法第１条に定められた高等学校ではありません。高卒資格も取れる高等専修学校です。通信制・単位制高等学校との技能連携制度によって高等専修学校で学び、連携している高校を卒業します。専修学校の制度の特性や柔軟性を生かして、多様な生徒に対し、きめの細かいお世話をさせていただき、全員が順調に卒業することを目指して教育活動に当たっています。

	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	50.0％
	33.3％
	5.6％
	11.1％

	生　徒
	61.9％
	28.6％
	9.5％
	0.0％

	教職員
	69.2％
	23.1％
	7.7％
	0.0％


２．登校時間を守り、授業の開始時間には入室できている。

本校生は、決められた時間内に登校し、授業の開始や終了の合図に従い、すみやかに行動することができます。また遅刻や早退をせざるを得ない場合には、事前に、ご家庭から連絡があり、綿密なご家庭との連携が図られています。
３．授業の内容はほぼ理解できている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	D

	保護者
	15.8％
	68.4％
	10.5％
	5.3％

	生　徒
	28.6％
	66.7％
	4.8％
	0.0％

	教職員
	15.4％
	69.2％
	15.4％
	0.0％



授業を受ける姿勢や態度は静かで整然としています。一生懸命に話を聞き、丁寧に板書することもできます。小・中時代に不登校を経験したり、発達障害を抱える生徒もいますが、健常児も障害児もともに仲よく生活し、楽しく、高校生活を送っています。本校の非常勤講師の先生方は、教職経験が豊かな先生が多くおられますが、懇切丁寧な指導を心掛けて分かりやすい授業をされているため、生徒からの評判はよく、生徒の理解度は高いとの評価をもらっています。７０歳代の高齢の先生方もおられます。孫と一緒に同じ時間を過ごしているようなアットホームの感覚で楽しくて仕事をされています。

４．生徒個人個人の能力適性に応じた学習指導をしている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	52.6％
	47.4％
	0.0％
	０0％

	生　徒
	47.6％
	52.4％
	0.0％
	0.0％

	教職員
	69.2%
	23.1％
	7.7％
	0.0％



生徒個々の能力に応じた学習指導を行っています。噛んで含めると言いましょうか、中学生対象と同じレベルに落として易しい指導を心掛けています。難しい用語を使わない。ゆっくりと語りかけるように話をする。授業の中で生徒に考える間を与える。話に抑揚をつける。生徒にとって、集中力はそう長くは続くものではないので、適宜、余談を織り込む。しかも集中力が途切れそうなタイミングを見計らって入れる。頭をリフレッシュさせて授業に戻るという組み立てをしています。授業中、目は輝き真剣なまなざしで授業を受けています。

５．検定資格の取得に積極的に取り組んでいる。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	68.4％
	31.6％
	0.0％
	０0％

	生　徒
	76.2％
	14.3％
	9.5％
	0.0％

	教職員
	61.2%
	38.5％
	0.0％
	0.0％



現状としては、「簿記会計」、「文書処理」、「電卓計算検定」、「社会人常識マナー」、「ビジネスコミュニケーション」の検定資格の取得を推進しています。「ビジネスコミュニケーション」検定は全商主催であり他高で受験しますが、その他の種目は(公社)全国経理教育協会(全経)主催で本校が試験会場になります。一番受験者数が多いのは「文書処理」検定で、ワードとエクセルを駆使しての文書作成や表計算の実技修得をねらいとしています。令和４年にアビリンピック全国大会に出場し、この種目で金賞を受賞した卒業生が出るなど、輝かしい実績があります。
「簿記会計」は、商業課程の看板科目であることもあり、重要視している検定ですが、経営経理に関わってくる高度な内容なので、難しく感じる生徒が多くいて、進んで受けようとする生徒は限られています。「基礎簿記会計」からスタートしますので、この種目については、１年次の２月に行われる検定において１年生全員が受験できるよう指導計画を立てています。

６．進路について適切な情報提供を行っている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	47.1％
	52.9％
	0.0％
	０0％

	生　徒
	66.7％
	14.3％
	19.0％
	0.0％

	教職員
	69.2%
	23.1％
	7.7％
	0.0％



進路指導は、ＨＲの時間を利用して１年次から計画的に進めていますが、本格的に始動するのは、３年生に入ってからです。３年生担任が進路主任となり、迅速適切な対応により、７月・８月の夏季休暇中に、本人を引率して企業訪問を行います。いくつかの職場を見て、人事担当者の話を聴き、得心の行くまで検討を重ねます。企業訪問は進路決定の重要な熟考機会であり、企業側も過去の実績から本校生に対しては好感を持っていただいており、この時点で前向きにご検討をいただいています。本校には不登校傾向にあった生徒もいますが、その子の特性や適性に応じて進路指導を心掛けているため、保護者の方も大変喜んでくれています。
ちなみに令和６年度の卒業生の進路先を公表します。卒業生は９名です。中途退学者はいません。進路先は進学が過半数を占めます。≪進学≫・大阪鉄道観光専門学校　鉄道・観光学科　・HAL大阪　中間４年制ゲーム４年制学科　・大原簿記法律専門学校難波校　税理士学科　・大阪ＩＴプログラミング＆会計専門学校　天王寺校　≪就職≫（就職予備校）み・らいずワークス入校　・奈良県立高等技術専門校　・(株)コクブ（建築資材製造業）　・（株）アルプス（食品製造業）、１名は未定のまま卒業しましたが、おおむね、100％の比率で進路は決まります。

	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	64.7％
	35.3％
	0.0％
	０0％

	生　徒
	71.4％
	19.0％
	0.0％
	9.5％

	教職員
	84.6%
	15.4％
	0.0％
	0.0％


７．一人一人の進路相談や指導を行っている。

第6の質問項目と同じ回答になりますが、思い通りに就職しても、職場環境に馴染めず悩む生徒はいます。それが普通の現象だと思います。いままでの生活環境とは大きく異なり厳しい世界に身を置くことになりますから仕方のないことです。そこには新たな試練が待ち受けています。悩んだときは母校に相談にくる卒業生もいます。母港を出航した船が補給のため一時的に母港に立ち寄るのと同じように卒業生もまた母校に立ち寄ります。学校は、その悩みを親身になって聞いてあげ、そして悩みを共有して理解をしてあげる。そのことで勇気づけられて、また元気になって職場に戻っていきます。忙しい中でも、大事な卒業生のことですから、アフターフォローについても時間を惜しまず丁寧に対応しています。

８．校則に沿った生活指導ができている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	66.7％
	33.3％
	0.0％
	０0％

	生　徒
	57.1％
	28.6％
	4.8％
	9.5％

	教職員
	61.5%
	38.5％
	0.0％
	0.0％



校則については生徒手帳に「学則」をはじめ「生徒の心得」、「懲戒に関する規定」など様々な規定が載っています。生徒たちはこれらの規定をよく守ってくれています。高等専修学校の三か年の学校教育は、生活指導にしろ、学習指導にしろ、小・中学校の継続の上に成り立っています。小・中におけるご指導よろしく、その基盤ができているため特に指導上困難をきたしたケースはありません。常に登校できている生徒たちについては、基本的生活習慣は身についており、きちっとした生活態度のもと規則正しい学校生活を送っています。

９．頭髪や正しい身だしなみに対する指導ができている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	44.4％
	55.6％
	0.0％
	０0％

	生　徒
	52.4％
	38.1％
	9.5％
	0.0％

	教職員
	69.2％
	23.1％
	7.7％
	0.0％



頭髪においてパーマや染毛など校則に違反するものはいないし、どの生徒もきちっとした服装や身だしなみをしています。特に指導を要する生徒はいません。

１０．生徒の意見や悩みの相談によく対応している。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	72.2％
	27.8％
	0.0％
	0.0％

	生　徒
	57.1％
	33.3％
	4.8％
	4.8％

	教職員
	66.7％
	33.3％
	0.0％
	0.0％



昭和の時代の古い話で恐縮ですが、その当時の生徒総会において、生徒会長が代表して、学校に対する要望として声を挙げたことがありました。まだ美芸学園高等専修学校が認可されて間もない頃のことです。施設・設備が十分ではなかったうえ、生徒数が多かったため、「保健室を作ってほしい」「保健の先生を常駐させてほしい」「私たちの命はないというのですか！」とも言われたことを思い出します。私たちを困惑させるほど強いリーダーシップを発揮する生徒がいました。その要望を受けて、その後しばらくして立派な保健室が出来上がりました。当時の生徒のパワーはすごいものがありました。
ある講師が専行して「何でも言っちゃえノート」なるものを作り、生徒たちに忌憚のない意見を自由に述べさせたことがありました。また「目安箱」ならぬ意見箱をつくり、様々な意見を募ったこともありました。しかし、残念ながら、これらは長くは続きませんでした。
建設的な意見や要望なら歓迎するのですが、そうでないものも見られ、期待する結果は得られなかったからです。もし、これらが相談に乗れる意見や悩みであるならば、先生方は、時間を厭わず、親身になって生徒たちの相談に応じて下さるであろうと思います。

１１．交通ルールや交通機関のマナーに対する指導をしている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	55.6％
	44.4％
	0.0％
	0.0％

	生　徒
	61.9％
	33.3％
	0.0％
	4.8％

	教職員
	58.3％
	41.7％
	0.0％
	0.0％



この項目は、基本的生活習慣にかかわることで、８の回答と重なるところがあります。小・中で十分な注意指導を受けているほか、家庭での安全教育が十分になされているため、学校では、このことに関して、特に力を入れて指導をしているわけではありません。生徒たちの良識とか、遵法精神が堅固であるので、問題はないと考えています。

１２．新型コロナやインフルエンザ等の感染症に対する指導や対策を行っている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	55.6％
	44.4％
	0.0％
	0.0％

	生　徒
	47.6％
	33.3％
	9.5％
	9.5％

	教職員
	69.2％
	30.8％
	0.0％
	0.0％



新型コロナが終息したかと思えば、次はインフルエンザが蔓延しています。手洗い、うがい、マスク着用をはじめ、「三密」を避けるなど、指導は怠らず行っています。新型コロナ当時ほどではないが、生徒たちは誠実に守っています。


１３．清掃活動や美化活動に積極的に取り組んでいる。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	72.2％
	27.8％
	0.0％
	0.0％

	生　徒
	61.9％
	33.3％
	4.8％
	0.0％

	教職員
	76.9％
	23.1％
	0.0％
	0.0％



家庭生活においても、家族と一体となって清掃活動を行っているものと思います。各学期末には、学校全体で大掃除を行っています。生徒たちからすれば、広い校舎で隅々まで丹念に清掃活動をするのは重労働だと思いますが、一生懸命にやってくれています。その行いが、「ゴミを捨てない」、「ゴミを作らない」、また「ゴミを見かけたら進んで拾う」という行動につながり普段の心がけとなっています。

１４．学校からの通知文書の内容や量が適切で保護者に届いている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	68.4％
	21.1％
	10.5％
	0.0％

	生　徒
	66.7％
	33.3％
	0.0％
	0.0％

	教職員
	66.7％
	33.3％
	0.0％
	0.0％



学校から発出される通知文書は丁寧で分かりやすいもので、生徒たちを通じて家庭に届いているものと思います。分量についても適切であると考えています。

１５．台風や地震などの行動マニュアルは伝達している。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	63.2％
	21.1％
	15.8％
	0.0％

	生　徒
	81.0％
	19.0％
	0.0％
	0.0％

	教職員
	50.0％
	50.0％
	0.0％
	0.0％



台風などの非常時における対処の仕方については。文書を配布し事前指導をしています。

１６．個人情報やプライバシーに関することは守っている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	68.4％
	31.6％
	0.0％
	0.0％

	生　徒
	76.2％
	23.8％
	0.0％
	0.0％

	教職員
	76.9％
	23.1％
	0.0％
	0.0％


個人情報やプライバシーは、目的以外には使用することはありません。厳正かつ適切に保護・管理しています。

１７．学校行事や生徒会活動は充実しており楽しく参加している。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	63.2％
	36.8％
	0.0％
	0.0％

	生　徒
	76.2％
	4.8％
	9.5％
	9.5％

	教職員
	61.5％
	30.8％
	7.7％
	0.0％



学校の年間行事の中で、最も関心が高いのは修学旅行であろうかと思います。１年次の４月から毎月6,000円の積立をします。全学年参加を原則としているので、3年に1度の実施となります。今年は、9月8日～10日までの2泊3日の行程で信州でのリンゴ狩り体験やハンドクラフトなどの体験学習を織り込みながら、思い出に残る楽しい旅行となりました。学年の垣根を越えて親交や親睦を深めるまたとない機会ともなりました。
文化的な行事として、秋の美芸祭があります。「祭」という文字がありますが、他校の文化祭とは様相を異にしています。いわば、学習発表会のようなものであり、展示パネルを多く使用し、全教科にわたって生徒作品を展示します。保護者はじめご家族の方々も、毎年、楽しみにされています。新型コロナ感染防止の観点から見合わせた年もありましたが、それ以外は毎年続いている美芸学園の伝統行事です。その他、春秋のハイキングや耐寒訓練、生徒会活動では２学期末に生徒総会を行い生徒会役員の改選を行っています。

１８．学校は、保護者との連携を密にし、生徒の学校生活の様子
などの報告をきめ細かく行っている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	47.4％
	47.4％
	0.0％
	5.3％

	生　徒
	52.4％
	33.3％
	14.3％
	0.0％

	教職員
	58.3％
	41.7％
	0.0％
	0.0％



綿密に行われています。やむを得ず遅刻する生徒については、本人やその保護者からその理由と登校できる時間の連絡があります。早退する場合も同様です。常時出て来られない生徒については、担任が定期的に家庭訪問をして、適宜、課題の受け渡しや学習指導を行っています。万事が具合よくいかないものの、おおむね、家庭との連携はうまく取られています。この場合において、ご家庭のご理解とご協力が欠かせませんが、熱心なご家庭が多いのも、円滑なる学校教育の推進となっています。



１９．ホームページやＳＮＳを通して学校情報をよく発信している。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	26.3％
	36.8％
	31.6％
	5.3％

	生　徒
	38.1％
	38.1％
	14.3％
	9.5％

	教職員
	23.1％
	76.9％
	0.0％
	0.0％



今年度、ホームページを一新しました。まだご覧になっていない方も大勢いらっしゃるかと思います。紙の入学案内書は毎年作り変えています。入学案内書は読ませるものではなくて見せるものだという考えのもと、できるだけ写真を多く載せています。いまや瞬時にして手軽に情報が入手できる時代ですから、本校も、遅ればせながら、時代に乗り遅れないよう心掛けています。ＳＮＳについては、目下のところ、使用実績の報告はありません。

２０．保護者への授業の公開や学園祭・ボランティア活動等に地域
社会との連携が取れている。
	ランク別
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	保護者
	47.4％
	42.8％
	10.5％
	0.0％

	生　徒
	42.9％
	47.6％
	9.5％
	0.0％

	教職員
	61.5％
	38.5％
	0.0％
	0.0％



毎年６月初旬に行う育友会総会の直前行事として授業を公開しています。また学園祭(美芸祭)についても、毎年、11月の第1日曜日に行い、生徒保護者の方々にご覧いただきます。前述しましたが、この日を楽しみにされている保護者も多くおられ、おかげで生徒たちも教職員もやりがいをもって精一杯頑張っています。
地域社会との連携ができているかどうかはさておいて、ボランティア活動については、５月１２日(月)６時間目のＨＲの時間を使って、全校生徒による通学路一斉清掃を行いました。学校周辺の環境は桜の名所として知られ、「高田千本桜」で有名な高田川の堤防沿いに校舎が建立しているため、３月末から４月初めにかけて観桜を楽しみに大勢の人々が繰り出します。５月は時候もいいですし、観桜時ほどではないにしても、学校至近の大中公園は市民の憩いの場となっていて、絶えず人の行き来はあります。なかには心ない人たちもおられるのでしょうか、空き缶などのポイ捨ても見られます。
一斉清掃の区域は学校より北方の宮前橋と南方のしずか橋との間約100メートルの区間を、ビニール袋を手にして金バサミでゴミ拾いをしました。川向かいには中学校があります。その職員室の窓からこちら風景がよく見えますから、その光景を目にされたある先生から励ましと感謝のお声掛けをいただいたことはずっと記憶に残っています。
　　　以　上

≪あとがき≫
　各図表のＡＢＣＤのランク別評価は、Ａは「よくあてはまる」、Ｂは「おおむねあてはまる」、Ｃは「どちらともいえない」、Ｄは「分からない」に区分しています。

記載者：　美芸学園高等専修学校　校長　西村典久
点検項目設定者：　　　　　〃　　　　　　講師　西岡泰彦
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